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れる年もあった。（1993，1995 ～ 1997 年）。十重田（2004）では，調査前の筆者の予想を上回る早
い段階で「トピックス」が日本語として安定した地位を獲得していた実態が明らかにされた。











う例が顕著に見られる。そして，十重田（2004）で指摘された 1993 ～ 1999 年の「トピックス」






































































































































































































































































今回の『朝日新聞』での 1984 年から 2003 年の調査で明らかになったのは 1984 年の時点で「ト
ピック」・「トピックス」両方の語形が共存しているということである。ここで「トピック」・「ト
ピックス」のゆれの通時的考察の一環として，1984年以前の用法について検討してみたい。



































４　お わ り に
十重田（2004）によって指摘された 2000，2001，2002 年のデータに見られる「トピック」の優
位性は今回新たに調査された 2003 年のデータでも確認された。1984 年から 2003 年の「トピッ
ク」・「トピックス」の使用頻度の変遷をおおまかに解釈するならば，1985 年以降続く「トピック
ス」の優位性が 2001年以降「トピック」の優位性に変わるといいう変化と捉えることができる。
今回の調査で集められた用例数は数値的には大きくはなく，このデータをそのまま「トピッ
ク」・「トピックス」の語法の実態と捉えるのは危険が伴う。今後の課題としてコーパスをさらに
拡げて，調査対象となる用例数を増すことによりデータの信頼性を高める必要がある。また，新
聞という，編集により編集者や社の意向が反映されるコーパスでは本当の言語実態を表しきれて
はいないと言える。今後は聞き取り調査を取り入れたアプローチを試みることも視野にいれるべ
きであろう。
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